
10

不
妊
治
療
両
立
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
は
、
第
一
号
に
該
当
す
る
事
業
主
に
対
し
、
第
二
号
に
定
め
る
額
を
支

給
す
る
も
の
と
す
る
。

（
新
設
）

一

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
中
小
企
業
事
業
主

イ

そ
の
雇
用
す
る
被
保
険
者
で
あ
つ
て
、
不
妊
治
療
を
受
け
る
も
の
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
対
象
被

保
険
者
」
と
い
う
。）に
つ
い
て
、
不
妊
治
療
の
た
め
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
次
の
い
ず
れ
か
の
制
度

を
設
け
、
当
該
制
度
を
労
働
者
に
周
知
さ
せ
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
て
い
る
中
小
企
業
事
業
主
で
あ
る
こ

と
。

不
妊
治
療
の
た
め
の
休
暇
制
度
（
不
妊
治
療
を
含
む
多
様
な
目
的
で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
休
暇

制
度
及
び
利
用
目
的
を
限
定
し
な
い
休
暇
制
度
を
含
み
、
労
働
基
準
法
第
三
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
年

次
有
給
休
暇
を
除
く
。）

所
定
外
労
働
の
制
限
の
制
度

一
日
の
所
定
労
働
時
間
を
変
更
す
る
こ
と
な
く
始
業
及
び
終
業
の
時
刻
を
繰
り
上
げ
又
は
繰
り
下
げ

る
制
度

労
働
基
準
法
第
三
十
二
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
労
働
時
間
の
制
度

所
定
労
働
時
間
の
短
縮
の
制
度

情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
勤
務
を
可
能
と
す
る
制
度

ロ

不
妊
治
療
と
仕
事
と
の
両
立
に
関
し
て
、
労
働
者
の
希
望
又
は
課
題
の
把
握
を
行
う
た
め
の
調
査
を
実

施
す
る
中
小
企
業
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

ハ

不
妊
治
療
と
仕
事
と
の
両
立
の
支
援
を
図
る
た
め
の
業
務
を
担
当
す
る
者
を
選
任
し
、
当
該
者
に
対
象

被
保
険
者
か
ら
の
不
妊
治
療
と
仕
事
と
の
両
立
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
さ
せ
る
中
小
企
業
事
業
主
で
あ
る

こ
と
。

ニ

対
象
被
保
険
者
に
つ
い
て
、
不
妊
治
療
と
仕
事
と
の
両
立
を
図
る
た
め
の
必
要
な
措
置
を
定
め
た
計
画

を
策
定
し
、
か
つ
、
当
該
計
画
に
基
づ
く
措
置
を
講
じ
た
中
小
企
業
事
業
主
で
あ
つ
て
、
対
象
被
保
険
者

に
イ
に
掲
げ
る
制
度
を
利
用
さ
せ
た
日
数
を
合
算
し
た
日
数
が
五
日
以
上
で
あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

次
の
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
中
小
企
業
事
業
主
の
区
分
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
規
定
に
定
め
る
額

イ

前
号
に
該
当
す
る
中
小
企
業
事
業
主

二
十
八
万
五
千
円
（
生
産
性
要
件
に
該
当
す
る
事
業
主
に
あ
つ

て
は
、
三
十
六
万
円
）

ロ

イ
の
規
定
に
よ
る
支
給
を
受
け
た
中
小
企
業
事
業
主
で
あ
つ
て
、
対
象
被
保
険
者
に
前
号
イ

の
規
定

に
よ
る
休
暇
を
二
十
日
以
上
連
続
し
て
取
得
さ
せ
、
当
該
休
暇
取
得
後
、
当
該
休
暇
取
得
前
の
職
務
及
び

職
制
上
の
地
位
と
同
一
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
地
位
に
復
帰
さ
せ
、
三
箇
月
以
上
継
続
し
て
雇
用
し
た
も

の

対
象
被
保
険
者
一
人
に
つ
き
二
十
八
万
五
千
円
（
生
産
性
要
件
に
該
当
す
る
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、

三
十
六
万
円
）（
一
の
事
業
主
に
つ
き
、一
の
年
度
に
お
い
て
対
象
被
保
険
者
の
数
が
五
を
超
え
る
場
合
は
、

五
人
ま
で
の
支
給
に
限
る
。）

（
人
材
確
保
等
支
援
助
成
金
）

（
人
材
確
保
等
支
援
助
成
金
）

第
百
十
八
条

（
略
）

第
百
十
八
条

（
略
）

２

人
材
確
保
等
支
援
助
成
コ
ー
ス
助
成
金
は
、
第
一
号
に
該
当
す
る
認
定
組
合
等
又
は
事
業
主
に
対
し
て
、
第

二
号
に
定
め
る
額
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

２

人
材
確
保
等
支
援
助
成
コ
ー
ス
助
成
金
は
、
第
一
号
に
該
当
す
る
認
定
組
合
等
又
は
事
業
主
に
対
し
て
、
第

二
号
に
定
め
る
額
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

一

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
認
定
組
合
等
又
は
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

一

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
認
定
組
合
等
又
は
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

次
の

か
ら

ま
で
（

に
規
定
す
る
介
護
事
業
主
に
あ
つ
て
は

を
含
む
。）の
い
ず
れ
に
も
該
当
す

る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

ロ

次
の

か
ら

ま
で
（

に
規
定
す
る
介
護
事
業
主
に
あ
つ
て
は

を
含
む
。）の
い
ず
れ
に
も
該
当
す

る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

労
働
協
約
又
は
就
業
規
則
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
措
置
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「
雇
用
管
理
制
度
の
整
備
」
と
い
う
。）の
う
ち
、
次
の

か
ら

ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の

を
実
施
し
、
か
つ
、
労
働
者
に
適
用
し
た
事
業
主
又
は
児
童
福
祉
法
第
六
条
の
三
第
七
項
若
し
く
は
第

九
項
か
ら
第
十
三
項
ま
で
に
規
定
す
る
事
業
若
し
く
は
同
法
第
三
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
業
務
を

目
的
と
す
る
事
業
を
営
む
事
業
主
（
以
下
「
保
育
事
業
主
」
と
い
う
。）で
あ
つ
て
、
次
の

の
措
置
を

実
施
し
、
か
つ
、
労
働
者
に
適
用
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

労
働
協
約
又
は
就
業
規
則
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
措
置
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「
雇
用
管
理
制
度
の
整
備
」
と
い
う
。）の
う
ち
、
次
の

か
ら

ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の

を
実
施
し
、
か
つ
、
労
働
者
に
適
用
し
た
事
業
主
又
は
児
童
福
祉
法
第
六
条
の
三
第
七
項
若
し
く
は
第

九
項
か
ら
第
十
三
項
ま
で
に
規
定
す
る
事
業
若
し
く
は
同
法
第
三
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
業
務
を

目
的
と
す
る
事
業
を
営
む
事
業
主
（
以
下
「
保
育
事
業
主
」
と
い
う
。）で
あ
つ
て
、
次
の

の
措
置
を

実
施
し
、
か
つ
、
労
働
者
に
適
用
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

〜

（
略
）

〜

（
略
）

令和年月日 水曜日 (号外特第号)官 報 
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